
《金管バンド演奏会》
６月２７日（日）天城公民館で天寿会総会の後，金管バンドが

昨年に引き続き地域の高齢者の前で演奏を披露しました。
「聖者の行進」，「ロンドン橋」，「ドレミの歌」に続きアンコ

ールで「夜桜お七」や「川の流れのように」など５曲演奏しまし
た。高齢者の方々は,迫力ある演奏に心を癒やされたようでした。
今年度,初めての外部演奏会でしたが，日頃の成果を発揮でき

たと思います。
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《７・８月の行事予定》
【７月】
1(木) 語先後礼あいさつ運動

学校保健委員会，学級ＰＴＡ
2(金）学校評議員会
5(月）体力テスト（～6日）
6(火) 校内水泳大会(下学年13:30～，上学年14:30～）
7(水）租税教室（６年生）
10(土) 土曜授業日，特別支援学級（野菜パーティー）

徳之島子ども音楽フェスティバル（18:00～徳之島町文化会館）

12(月）着衣水泳
15(木) 一日遠足（１～４年生）
16(金）PTA愛校作業（17:30～）
18(日) 思いやりクリーン作戦（7:00～海岸清掃）
20(火) 終業式
21(水）第１回合同ラジオ体操
7/21(水）～7/30(金) 教育相談会
30(金）ＰＴＡ総務委員会（19:00～）
【８月】
2(月）出校日
15(日) 思いやりクリーン作戦
19(木) 合同ラジオ体操
20(金) 出校日
21(土) 稲刈り
28(土) 脱穀

１のつく日はあいさつの日

《思いやりクリーン作戦（530運動）》
６月２０日（日）思いやりクリーン作戦に併せて徳之島ゴミゼ

ロ（530）運動を行いました。当日は子どもたち，保護者，地
域の方々や職員を合わせて約12
0名が集まり，各集落ごとに分か
れゴミ拾いを行いました。空き缶
やペットボトル，たばこの吸い殻
などを回収し,各公民館で分別し
ました。袋いっぱいに集めたゴミ
を見て，改めて一人一人がゴミを
ポイ捨てしないマナーを心がける
ことが大切だと感じました。

《７月の生活目標》「礼儀正しくしよう」

《７月の保健目標》『夏を健康に過ごそう」
※梅雨明けも間近です。本格的な暑さがやってきます。

こまめに水分補給をするなどして，熱中症の予防に努めましょう。

《不審者対応訓練：６／３》

不審者が学校に入って来たことを想定した訓練を行いました。
放送を聞いた後，避難場所の確認をし，体育館へ移動しました。
不審者から命を守るためにどうしたらよいか，代表の児童に演じ
てもらいました。最後に警察の方からのお話を聞いて，「いかの
おすし」について確認することができました。
島内や校区内で不審者による声かけ事案が発生していますの

で，各家庭でも登下校や遊びに出かけるときなど，日ごろから不
審者に気をつけることなど話をしてください。

《ハブ咬傷予防教室：６／２８》

徳之島保健所の福田さんを講師に招いて，ハブ咬傷予防教室を
行いました。ハブの生息場所や見かけたらどのようなことに気を
つけたらよいのか，実際に子どもたちの前でハブを見せながら分
かりやすく丁寧に話をしてくださいました。
ハブは山から海岸までどこでも生息し，特に６月が１年の中で

捕獲数が１番多いので，気をつけて過ごしてほしいと話されまし
た。最後に６年生の米村真優さんが，児童代表でお礼の言葉を述
べました。

「有形」（＝形が有り目に見えるもの，行動）
「無形」（＝形が無く目に見えないもの，考えや思い)

具体場面で説明すると，「トイレのスリッパ

を並べる」という行為は目に見える行動，つま
り「有形」である。「並べるか，並べないか。

どちらを選択するか」これは，その人が心の中

で考え導き出すものであり，このときの葛藤は
周囲の人に見られることはない。この心理的葛

藤が，「無形（＝形として表出しない）」である。

「無形」の力は，個々人の心の中でのみ育成さ
れ，決して他者の目に触れることはない。

二刀流で時の人となった大谷選手は，「大リーグで活躍する」と

いう目標を立て，それを達成するために様々な取組を細分化して
日々鍛錬してきたそうである。 野球選手とし

て，走り込みや投球・打撃練習に一生懸命取

り組むのは，当然のことである。ただ，それ
だけでは，一流にはなれない。バランスのよ

い食事を摂る，メンタルトレーニングをする，

あるいは，ストッレッチを毎日かかさず行う
など，監督やコーチがいなくても自分に課し

たノルマを確実にこなしていたそうである。

「チームとしての練習に参加する」これは，
誰しもがやることであり「有形＝他者の目に

見えるもの」である。しかし，チーム練習以外にも目標達成のた

めに自分に厳しいノルマを課し，それを，必ずやり遂げようとす
る気持ちは「無形＝他者の目には見えないもの」である。この「無
形」の力を常に発揮し，維持していくことこそが厳しいプロの世

界で一流となるための最大の条件である。
教師が見ている前では，静かに話を聞きノートを取り，集中し

て学習に取り組むのは，だれしもがやる当然の姿である。しかし，

教師が教室を離れた際に「やった！自由だ」などの考えが表出し
それまでの学習スタイルを維持できずに歩き回ってしまうのは，

自分を正しい行動に導くという「無形（＝表出しない心の中の正

しい考え）」の力が備わっていないということになる。
夏休みを迎え，担任や保護者の目を気にせず，自由に過ごせる

時間が多くなる子どもたち。こんなときこそ自分で自分を律し，

善行を心掛けるような「無形（＝他者からは見えない心の中の正
しい考えや判断力）」の力の育成を図るよい機会にしたいものだ。

有形の力と無形の力
校長 折 田 卓 己



新型コ ロナウイルス感染
予防のため，なかなか人前で演奏する
機会がなかったのですが，６月２８日（日）天城公民館で天寿会の総会の後，金管バンドが




